
主催：関西学院大学
国際シンポジウム

「大学教育の成果を何で測るべきか　～日米の最新動向からアウトカム指標を再考する～」

開 催 日 時：2019 年３月１日（金）13：00 ～ 17：00
開 催 会 場：関西学院大学　大阪梅田キャンパス 14Ｆ　1405 教室
プログラム：
　◎開会挨拶

村田 治　関西学院大学　学長
　◎基調講演「米国における教育成果検証の現状」

Victor M.H. Borden （Professor of Higher Education, Indiana University Bloomington）
　◎講演「教育の成果検証の枠組み ～関西学院大学における取り組みを切り口に～」

江原 昭博　関西学院大学　教育学部准教授・評価情報分析室副室長・高等教育推進センター副長
　◎講演「日本の高等教育政策から見た教育の成果」

常盤 豊　国立教育政策研究所　所長
　◎パネルディスカッション・質疑応答

パネリスト
Victor M.H. Borden（Professor of Higher Education, Indiana University Bloomington）
常盤 豊　国立教育政策研究所　所長
江原 昭博　関西学院大学　教育学部准教授・評価情報分析室副室長・高等教育推進センター副長

　◎閉会挨拶
豊原 法彦　関西学院大学　経済学部教授・高等教育推進センター長

　国際シンポジウム「大学教育の成果を何で測るべきか ～日米の最新動向からアウト
カム指標を再考する～」を大阪梅田キャンパスで開催しました。大学関係者ら約 100 人
が聴講するなかで、大学における教育成果をどのように測るべきかについて、日米の例
を取り上げ議論しました。
　最初に、米国インディアナ大学ブルーミントン校の Victor M.H. Borden 教授が「米
国における教育成果検証の現状」をテーマに基調講演。高等教育における Outcome の
定義についてお話しいただきました。Learning Outcomes と Graduate Outcomes につ
いて、米国における測定方法の例とその問題点、課題を指摘され、さらに、大学教育の
質を保証する重要性について説明されました。
　その後、高等教育推進センター副長の江原昭博准教授が講演。「教育の成果検証の枠
組み～関西学院大学における取り組みを切り口に～」と題して、内部質保証の背景や重
要性、学修成果の可視化のポイントについて話し、どのように実践していくかについて、
関西学院の例をあげて説明しました。
　続いて、国立教育政策研究所の常盤豊所長が「日本の高等教育政策から見た教育の成
果」をテーマに講演。高等教育政策についての説明のあと、国全体としての動きを紹介
されました。さらに学習成果を評価する前提と
して、目標設定の考え方に関する共通理解の必
要性を話し、高大接続の重要性についても説明
されました。
　パネルディスカッションでは、江原准教授の
進行で、会場の参加者からの質問を中心に、各
パネリストが意見を述べ、高等教育の成果につ
いて話し合いました。

国際シンポジウム報告

Victor M.H. Borden 教授 

江原昭博
高等教育推進センター副長

常盤　豊
国立教育政策研究所所長
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開 催 日 時：2019年２月19日（火）13：00 ～ 17：30
開 催 会 場：上智大学 四谷キャンパス ６ 号館（ソフィアタワー）１ 階101教室
プログラム：
　◎開会挨拶
　　曄道 佳明　上智大学　学長
　◎基調講演「高等教育政策の動向　～教育の質の保証と情報公表を中心に～」

玉上 晃　　文部科学省 大臣官房審議官（高等教育局及び高大接続担当）
　◎事例発表①「上智大学におけるIRの取り組みと、教学支援システムLoyolaのAWS移行について」

相生 芳晴　学校法人上智学院　IR推進室　室長・情報システム室
　◎事例発表②「関西学院大学におけるポートフォリオの取り組みについて」

豊原 法彦　関西学院大学　経済学部教授・高等教育推進センター長
　◎課題設定「IR・ポートフォリオの今日的課題」

江原 昭博　関西学院大学　教育学部准教授・評価情報分析室副室長・高等教
育推進センター副長

　◎パネルディスカッション・質疑応答
　　パネリスト

玉上 晃　　文部科学省　大臣官房審議官（高等教育局及び高大接続担当）
藤村 正之　上智大学 総合人間科学部教授・高大連携担当副学長・IR教学部
会長
相生 芳晴　学校法人上智学院　IR推進室　室長・情報システム室
豊原 法彦　関西学院大学　経済学部教授・高等教育推進センター長

　　コーディネーター
江原 昭博　関西学院大学　教育学部准教授・評価情報分析室副室長・高等
教育推進センター副長

　◎閉会挨拶
　　村田 治　関西学院大学　学長

　上智大学と関西学院大学は、昨年６月に締結した連携協定を記念したシンポジ
ウムを開催しました。大学関係者ら約150人が参加し、変化の激しい時代におけ
る大学のあり方や可能性について議論しました。
　最初に文部科学省の玉上晃・大臣官房審議官が、「高等教育政策の動向～教育
の質の保証と情報公表を中心に～」をテーマに基調講演。高等教育を取り巻く状
況や高等教育改革の全体像、2040年に向けた高等教育のグランドデザインなどを
紹介し、さらに「グランドデザイン答申」後の検討課題などについて説明しました。 
　事例発表では、両大学がIRやポートフォリオ、学内システムのクラウド化につ
いて紹介しました。上智大学からはIR推進室長の相生芳晴氏が、「上智大学にお
けるIRの取り組みと、教学支援システムLoyolaのAWS移行について」と題して報
告。IR推進体制の歩みや体制づくり、BIツール「Tableau」の活用方法や事例紹介、
さらには、教学支援システムLoyolaをAWS（Amazon Web Services）に移行させ
るまでの背景や苦労した話、移行後の効果などを説明しました。
　関西学院大学からは高等教育推進センター長の豊原法彦教授が報告。「関西学
院大学におけるポートフォリオの取り組みについて」と題して、ポートフォリオ
導入までの体制や経緯、さらには現在の

機能紹介や今後の機能開発の状況を話し、今後に向けた課題を示
しながら、ポートフォリオを活用した学生支援のあり方に言及し
ました。 
　その後のパネルディスカッションでは、「IR・ポートフォリオの
今日的課題」をテーマに、高等教育推進センター副長の江原昭博准
教授の進行で、両大学の共通課題や特有な課題を整理しながら、
高等教育のこれからについて政策的見地から話し合いました。

（写真：上智大学提供）

主催：上智大学・関西学院大学
上智大学・関西学院大学　連携協定記念シンポジウム

「変革する大学～ IR・ポートフォリオ・クラウドの展開と可能性について～」

玉上 晃　大臣官房審議官

上智大学　相生芳晴氏　

豊原法彦
高等教育推進センター長

江原昭博
高等教育推進センター副長

上智大学との連携協定記念シンポジウム
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2018 年度「高等教育推進センター Best Contribution 賞」・発行挨拶

　今号では FD・SD に関する内容を中心に掲載しています。
　巻頭の国際シンポジウムでは、米国から国際的な高等教育の質保証の第一人者である Victor M.H. 
Borden 先生を、また国立教育政策研究所所長で、文部科学省高等教育局長、生涯学習政策局長を歴任さ
れた常盤豊氏をお招きし、米国における教育成果検証の現状をお聞きするとともに、日本の高等教育の現
状を共有し、「学修成果（Learning Outcomes）」から一歩広げて多角的な視点で教育の成果を捉え、具体
的な指標や測定方法を含めた内容の基調講演を行っていただきました。日米ともに、社会から大学の教育
成果への期待と要望が高まる中、大学関係者にとって関心の高いテーマであり、多くの方にご参加いただ
きました。
　また巻末では、高等教育推進センターから各学部 FD 研修会に講師を派遣した記事を掲載しています。
それらのうち２つの学部からシラバスに関する研修の依頼がありました。教務機構と高等教育推進セン
ターで発行した「授業シラバス執筆の手引き」でも、学生にとって授業の魅力を分かりやすく伝えるため
にはどうしたらよいかについて議論を重ね、FD 研修会でも一緒に考えさせていただきました。シラバス
に限らず、学び手である学生の視点をどのように取り入れていくか、高等教育推進センターでは皆様と一
緒に考え取り組んでいきたいと思います。

高等教育推進センター副長（高等教育推進センターニュースレター編集長）江原 昭博

＝第16号発行にあたって＝

2018 年度「高等教育推進センター Best Contribution 賞」
ハンズオン・ラーニングセンター　奥貫 准教授へ授与

　高等教育推進センターが、本学の教育力向上に貢献した個人・団体を顕
彰する Best Contribution 賞の授賞式が３月７日にあり、2018 年度はハンズ
オン・ラーニングセンターの奥貫麻紀准教授に同賞を授与し、クリスタルトロ
フィーを贈呈しました。受賞理由は、本学SGU構想の柱でもある「ダブルチャ
レンジ制度」の３つのプログラムのうちの１つ「ハンズオン・ラーニング」
を担うハンズオン・ラーニングセンターの教育推進に貢献したこと。

　奥貫准教授は「社会探究プログラム」を担当し、春 ・ 秋学期集中科目の「ハ
ンズオン・インターンシップ実習」では、兵庫、大阪、岩手、石川、福井、
岡山の地域で、約１ヵ月半にわたる課題解決・企画提案型のインターンシッ
プ・プログラムを実施し、参加学生の事前事後の教育的指導および現地モニタリング、インターンシップ中には学生が
提出する日報に毎日返信するなど、学生が安心して取り組める支援をいただいています。

　また、秋学期に開講した「PBL 特別演習 004（富士ゼロックス兵庫（株）「志プロジェクト」）」では、富士ゼロックス
兵庫（株）と連携し、学生が兵庫県に本社を置く食品会社２社の経営者・社員へのインタビュー調査を実施。企業の
魅力や課題をまとめ、仮説、検証、アンケート調査なども実施しながら、課題解決に向けた提案や販促物も仕上げました。
その内容は協力会社からも好評で、提案した内容の実現に向けた社内検討も進み、授業の枠を越えた話も進んでいます。

　次年度に向けても、新たな企業連携によるプロジェクト学習のプログラム設計、協力企業およびインターンシップの受
入地域の開拓拡大を目標に尽力されています。次年度以降も「多様な地域、企業、人々に触れ、共に学び合うことを大
切にしているハンズオン・ラーニングで、学生が自ら社会課題に挑みたくなるような授業を開発・実施していきたい」と
奥貫准教授。

写真左：トロフィーを受け取る奥貫准教授
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理工学部　橋本 秀樹 先生のご活用事例
・LUNA を使っている科目

⇒【講義系授業】量子化学２【クラス人数】　約 90 名
⇒【講義系授業】反応速度論【クラス人数】　約 290 名

・LUNA で使っている機能
⇒【講義系授業】出欠情報確認、コンテンツ、メール配信

LUNA 活用事例紹介

学生には毎日LUNAを確認するように指示しています
学生自身が出欠状況を確認できるようICカードリーダのデータをLUNAに連携しています
教材は表示期間を設定して公開し、予習・復習をさせています

出欠はICカードリーダでとり、１日１点としてLUNAに連携しています
毎回の授業の出欠はICカードリーダでとっています。読み取った日時が記録されるので遅刻者も確認できます。
学生証忘れ、紛失、破損等によりICカードリーダでの読み取りができなかった学生には、紙の出席カードを提出させ、
ICカードリーダの出席データに追記し、管理しています。
出席データは１日１点としてLUNAに連携します。LUNAに連携することで、学生にはLUNAの「成績表」に出席状
況が公開され、教員の「成績管理」画面では「成績列」に自動集計されます。LUNA上で出席情報の訂正も簡単に
行えます。

授業開始時、学生がICカードリーダに
学生証をかざします

LUNAで「出席データ」を管理すると
「成績管理」の「成績列」への自動集計や
学生への公開が容易に出来ます。

ICカードリーダの出席データに
学生証忘れ等の学生のデータを追加します

LUNAにインポート

成績管理に連携 教員画面

学生画面

※列名称を変更することができます

LUNALUNA

教員画面
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ご要望・他に利用してみたい機能は？
● 学生の立場でLUNAを確認できる「学生表示機能」
● 連絡事項のメール配信

ここで紹介している機能はＬＵＮＡサポートにマニュアルがありますので、ぜひご活用ください

（ＬＵＮＡサポート→ＬＵＮＡの使い方（左側のメニュー））
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コンテンツの「日時制限」を利用して予習・復習を促しています
LUNAはWEBで教材を提供できるので、学生の時間や場所を選ばず、
学生が勉強をしたいときに手元のデバイスにダウンロードして
閲覧できます。教員も勉強させたいタイミングで教材の
公開が設定できるので「予習・復習」など繰り返し
勉強させるツールとして利用しています。

● ＜予習＞「講義ノート」の公開
「日時制限」を設定し、授業の進行にあわせて予習
の教材として「講義ノート」（コンテンツ）を公開します。
学生は「講義ノート」を見て予習をするというルール
にのっとり、授業までに資料をダウンロードし
予習します。

● ＜復習＞「章末問題の解答」の公開
授業の章毎に章末レポートを紙に書かせて提
出させています。提出が終わったタイミングで「解
答」（コンテンツ）を公開し、学生に内容を確認させます。
教員は提出されたレポートを採点し、翌週には学生に答案
を返却しています。
演習科目では１時間で解くレポートを実施し、採点後答案を
返却します。学生はLUNAの「日時制限」で公開している

「解答」を見て、色ペンで解答を記入、再度提出します。
教員は再度添削し、学生に答案を返却しています。

「解答（コンテンツ）」を「日時制限」設定して公開することで、2度、3度とレポートを繰り返し解かせています。

【使用して良かった点】
● 「ICカードリーダ+出欠情報確認（LUNA）」

・出席状況を最初からデータで取得し効率的に管理できる
・時間が記録されるので遅刻者の判別ができる
・出席点を学生に公開することで学生自身が出席状況を確認できる

● 「コンテンツ」
・公開日時を設定できるので紙のレポート提出のタイミングに合わせて公開できる
・統計情報を設定することでコンテンツを見ていない学生が確認でき、学生個々にLUNAからメール配信ができる
・学生はデバイスを選ばずに学生自身のタイミングで教材をダウンロードできる

【課題】
＜ICカードリーダ＞
　学生証を破損・紛失している学生が意外に多く存在する → すぐに再発行の手続きに向かわせる

☆モバイルICカードリーダ　学生証をかざすことで学生番号等を読み取り、CSVデータとして出力できます
　※ご利用をご検討の場合は、貸出希望日の3日前までに高等教育推進センターにお問い合わせください
☆出欠情報確認　科目ツール　モバイルICカードリーダの出席情報をLUNAの出欠情報確認で利用する
☆教材の表示期間　教材（授業資料）の掲載　教材（コンテンツ）の作成
☆学生表示機能　学生アカウントによる科目のプレビュー　学生表示機能の利用
☆お知らせメール配信　連絡事項の掲載（お知らせ）　お知らせの作成方法（編集・削除）

特定の学生にEメールで連絡事項を伝えたい
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非常勤講師（理工学部）　海老原　由貴先生のご活用事例
・LUNA を使っている科目

⇒英語リーディングⅠ  【クラス人数】25 ～ 30 名
・LUNA で使っている機能

⇒言語パックの選択 → English（LUNA）
⇒「科目メニュー」のカスタマイズ → ［教材］、 ［課題レポート］、 ［テスト］、 

 ［成績表］をメニュー化
⇒中間成績の公開 → ［成績管理］で加重合計列を利用

・LUNA を使用するようになったきっかけ
⇒アメリカで学生及び教員として LUNA（Blackboard Learn）と同じ LMS
　を利用し、その優れた機能を理解していたから。

LUNA活用事例紹介

1年生対象科目のため、科目メニューをシンプルにカスタマイズ
● Announcements （お知らせ） を初期表示ページに設定
● お知らせは、テストや課題のリンク先を設定し、同時にEメール送信を設定
　 ⇒ ワンクリックでリンク先が表示できる
● ［成績表］を科目メニューに追加設定　⇒　ワンクリックで成績表が表示できる
● 利用しない ［グループ］、 ［掲示板］ を科目メニューから削除し、TOEICコンテンツは非表示設定
● LUNAの言語を日本語から英語に設定（後述*）

教員画面

学生画面

科目の初期表示ページ

科目の初期表示ページ

TOEICコンテンツを非表示設定

課題レポートへアクセス

成績表へアクセス

お知らせの掲載時
テストや課題のリンク先を設定

リンクをクリックすると
テスト開始画面へ
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*外国語科目 （英語） なのでLUNAの言語を日本語から英語に設定 

他に利用してみたい機能は？
● ２年生や３年生の科目を担当することがあれば、掲示板やグループツールを利用して、学生同士で学びを深め

る場を提供したい。

【LUNAを初めて利用する１年生に対して】
● 初回授業でLUNAの操作方法や注意点などを説明する。 
● テストをスマホで閲覧できることを説明する （スマホは推奨環境ではないので回答できない場合があることも説明）。
● 自宅のPCでうまく操作できない場合は、学内の教研用PCを利用するように説明する。
● 課題レポートの採点結果を［成績表］から必ず確認し、評価について不明点があれば問い合わせるように指導する。
● 中間成績を[成績表]から必ず確認するように指導し、期末までの学修目標を意識付けさせている。

教員画面

● 教員が言語パックを強制設定することで、学生が科目にアクセスすると英語での表示となります。

カスタマイズ＞プロパティ＞言語パック の選択
言語パック：English （LUNA）
言語パックの強制設定：チェック

ここで紹介している機能はＬＵＮＡサポートにマニュアルがありますので、ぜひご活用ください

LUNAサポート → LUNAの操作方法【教員用】（左側のメニュー）

☆画面紹介　科目メニューの編集
☆連絡事項（お知らせ）の掲載　お知らせの作成方法
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2018 年度 FD 活動報告について（研究科）

◆神学研究科◆

　神学研究科では、研究科スタッフを対象に次の研修会を
開催した（いずれも神学部と合同）。
　第１回（2018年６月６日）テーマ「アクティブ・ラーニ
ングの導入：高等学校における学習環境の変化と大学教育」
　高等教育推進センターよりスタッフを招き、高等学校で
の学習状況の変化と大学への接続について学んだ上で、本
研究科における受講生とアクティブ・ラーニングの適用、

「カレッジ・コミュニティ調査」、主体的な学びについて活
発な意見交換を行った。
　第２回（2018年11月7日）テーマ「高等学校における教
育改革及び大学入学者選抜改革への取り組み」
　高大接続センタースタッフからの、教育改革の背景、主
体性評価及び高等学校でのポートフォリオ記入、高大接続
のあり方などにおける発題をもとに、研究科教育の観点か
らも実りある学びの機会となった。なお、この日には、研
究活動上の不正行為防止への取り組みに関する研修も行っ
た。
　また、３月４日には、2019年度に授業を担当する非常勤
講師を対象に、シラバス第三者チェック及びシラバス記入
のポイントを説明の上で、各担当授業における現状と課題
について情報を共有した。

◆文学研究科◆

　３年前より義務化した研究進捗状況報告書提出を今年度
も継続し、大学院生の研究進捗状況を把握し、各教員が担
当学生の指導を有効に行うための指針としている。年に２
回実施される「学生による授業評価」アンケートに関して
は、領域毎に回答者の数にかなりばらつきがあるが、学生
と教員の関係は研究分野によって異なることもあり、活用
法に関しては再度検討の余地がある。博士学位（甲号・乙
号）取得に関して、取得者の人数は昨年度とほぼ同数であ
るが、今後は質の向上を目指すことがより重要な課題であ
る。昨年度制度化した文学研究科独自の大学院生への研究
支援制度、国内学会等参加のための旅費補助は、今年度も
順調に運用を行った。大学院生と教員間の学術交流の活性
化のための院生・教員合同研究会の定期開催は検討課題の
まま残っているが、文学部には領域数が多く、目的意識を
共有することが難しいといえる。

◆社会学研究科◆

　社会学研究科では、主に以下の三つの活動を行った。
⑴これまで量的方法に偏りがちであった研究科における

「多様な研究方法」の可視化を狙い、実際に多様な研究
方法を身につける機会を充実させるために、次年度から

「質的調査」のための授業を開講することとした。
⑵科目履修者を対象とし、授業に関するアンケートを春学

期と秋学期に各一回実施した。当該アンケートは授業、
カリキュラム構成、学習環境の現状ならびに今後に向け
た課題を明らかにすることを目的としたものである。ア
ンケート結果を集計した後、院生会の代表者と研究科副
委員長・研究科委員長補佐との間で年度内に計二回の会
合を持ち、アンケート結果をめぐる話し合いならびに授
業等に関する意見や要望について意見交換する機会を設
けた。アンケートの結果および院生会との話し合いの内
容について、研究科委員会で情報共有を行った。その結
果、次年度に向けて、大学院生の研究をより深化させる
環境にすべく、重複履修可能な科目数を増やすことを決
定した。中でも、外国語文献講読科目については、重複

履修を可能としただけでなく、これまで履修者がいない
ために不開講になっていたドイツ語やフランス語の文献
講読科目を開講することとし、同時に教育研究内容の随
時更新をより積極的に行う必要性について担当者と認識
を共有した。

⑶年度末に「大学院生研究成果発表会」を開催することを
通じて、博士課程後期課程に在籍する大学院生の学位取
得に向けた研究進捗状況を研究科として把握する機会
を設け、各大学院生がより多くの教員からコメントや意
見を得られる機会を保障した。また、同時に研究科出身
研究者を招いてキャリアパスについての意見交換を行っ
た。

◆法学研究科◆

　法学研究科は2018年11月14日（水曜日）16時30分から
17時30分の間に FD 研究会を開催した。内容は春学期に
大学院生を対象に行ったアンケート結果の確認と、７名の
大学院生を招いての意見交換であった。
　授業・カリキュラム関連の意見としては、①他研究科履
修手続きの簡略化要望、②授業水準（専門性が高すぎるも
のがある、受講生によって授業のレベルが変動する）、③
他研究科科目履修時の感想、④教職科目に関する要望など
があった。学習環境については①資料室の管理、②印刷環
境の改善、③休憩スペースの要望、④演習室設備の改善な
どについての要望が出された。
　これらにつき教員側からも応答や院生への質問などが出
された。会の雰囲気はきわめてリラックスしたもので、院
生との意思疎通は良好であった。
　以上については院生の意見や要望に対する教員からの応
答もあわせて大学院問題検討委員会が把握し、適宜議題化
したり、研究科副委員長が他研究科との意思疎通を図るこ
となどを通じてカリキュラムや学習環境の改善に努めてい
る。

◆経済学研究科◆

　2018 年度の経済学研究科の FD 活動としては、春と秋
の２回、定期試験終了後に FD 委員会を開催した。FD 委
員会では授業アンケートの集計結果を踏まえ、FD 委員会
メンバーや授業担当者が参加し、カリキュラム体制、授業
運営における改善点、アンケートの実施方法の問題点等に
ついて懇談を行った。授業アンケートの結果を見る限り、
ほぼすべての科目で５点満点中４点以上の評価を獲得して
おり、全体として授業内容に大きな問題点はなかったと判
断できる。しかし今年度はアンケートに回収率が例年と比
べ大幅に低下したため、その要因や対策について重点的に
検討を行う機会をもった。また少人数授業が中心であり、
アンケート等で学生の声を拾いあげることには限界があ
り、学生の声を拾い上げるための適切な手段についても懇
談を行った。
　大学院の在籍者数の減少は続いており、学部定期試験監
督業務や院生研究会への影響は引き続き起こっているが、
院生数を急激に増やすことは難しいため、なかなか解決の
方法は得られていない。この問題については、学部と大学
院を一体化したカリキュラム体制の構築が不可欠であり、
すでに設立されたカリキュラム改革 WG で検討を重ねる予
定である。
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◆商学研究科◆

　2018年度の商学研究科においては、大学院ファカルティ・
ディベロップメント（FD）委員会を中心に FD 活動を行
うとともに、専任教員参加によるFD研究会（講演会）を行っ
た。
　大学院 FD 委員会は、学部 FD 委員会と合同で、2018 年
７月11日（水）に開催された。コンビーナーの寺地孝之教
授より、「シラバスの検証結果について」に関して、資料
を基に説明があり、これについて質疑応答がなされた。全
体的に必要な記載事項は概ね適切に記載されていたもの
の、ごく少数ではあるが、改善の余地のある科目が見られ
た。なお、参加者は43名であった。欠席者に対しては、本
研究会での寺地教授の説明を録音した音声データと資料を
配布し、これらを基に各自が研修を行い、報告書を提出し
た。
　大学院 FD 研究会についても学部 FD 研究会と合同で、
2018年12月５日（水）に開催され、高等教育推進センター
時任隼平専任講師より、タイトル「今更聞けない！ LUNA
の活用方法」として講演があった。講師から、LUNA で使
用できる以下の四つの機能、①教材・資料のアップロード、
②ペーパーの自動読み取り、③学習に対するフィードバッ
ク、④学生同士のコミュニケーション、について実際の画
面を用いて説明された。なお参加者は39名であった。欠席
者に対しては、説明の上、本研究会での資料を配布し、こ
れらを基に各自が研修を行い、報告書を提出した。

◆理工学研究科◆

　理工学研究科では2012年度より理工学研究科 FD 委員
会を設置し、カリキュラムワーキンググループや理工学部
FD 委員会と連携し、組織的に教育環境向上と教員の教育
能力向上を目指した取り組みを推進している。2018年度は、
主に、1）FD 講演会、2）シラバス質向上に向けた取り組
みを実施した。FD 講演会は、FD 活動の経験者や有識者
を招いて講演会を開催するもので毎年開催している。昨年
度に引き続き、時任隼平専任講師（高等教育推進センター）
が講師としてご担当いただき、「反転授業で何が変わるの
か？～先行事例から学ぶ、反転授業の特徴と留意点～」と
題して、反転学習の定義から実践までのエッセンスをご紹
介いただいた。講演においては、反転学習が単なる自宅と
教室での学習順序の反転という物理的意味ではなく、反転
による効果付与に必要な取り組みや現状での効果の評価や
課題についても丁寧な説明があった。教員の大半が聴講し、
講演後には反転学習の意義や具体的な導入を想定した質疑
応答が様々な視点から行われた。シラバス向上に向けた取
り組みでは、品質の向上と保証にむけた表記方法の整理や
英語表記の追加に向け FD 委員会内で理工学部での在り方
について検討し、理工学部独自のシラバス作成のガイドラ
インを作成し、教員で共有した。英語表記の追加に関して
は、理工学部内での承認を受け、英語科目担当教員との連
携強化の目的も含め、英語表記の作成に当たっては、担当
教員の作成と英語科目教員による協力により実施した。

◆総合政策研究科◆

　総合政策研究科では、FD・入試制度・カリキュラム検
討委員会を計６回（持ち回り１回を含む）開催し、FD 活
動などに関する議論を行ってきた（研究科執行部会である
学部長室委員会でも再度検討）。2018年度における研究科
の主な活動は以下の通りである。
⑴ FD 研修会を計３回開催した（学部と共催）。本年度の

テーマは、教育・研究におけるコンプライアンスに関す
る理解の促進（研究推進機構から講師招聘）、シラバス
の作成に関する理解の促進とシラバスの教員間での相互

評価・相互チェックの実施などであった。
⑵各教員の研究内容や授業方法の紹介等を目的とした研究

発表会を計４回実施した。新任教員４名が、研究・教育
の内容や方法を報告し、質疑を行うことができた。

⑶「授業に関する学生アンケート」を実施した。昨年度、
内容や方式の見直しを行ったが、本年度はそれを踏襲し
た。結果について研究科委員会などで共有した。回収率
の低さなどを踏まえ、来年度に向けて内容・方法を検討
した。

⑷学生の研究活動支援の活動を改善するために、ベーツ第
１種支給奨学金、外国人留学生奨学金などの制度を再検
討し、選考基準などの見直しを行った。

⑸研究科委員会で、研究科のディプロマ・ポリシー、カリ
キュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーについ
て検討を行い、部分的な見直しを行った。

◆言語コミュニケーション文化研究科◆

　言語コミュニケーション文化研究科においては、FD 活
動の一環として、研究科執行部と、言語科学、言語文化
学、言語教育学、日本語教育学の全４領域の大学院生代表
による FD 研修会を年に１回開催している。本研究科のカ
リキュラム構成、授業内容、教授法、設備、施設等に関し
て学生の意見を聴取し、教員との間で議論を交わすことに
よって、本研究科における教育・研究環境の全般的改善に
結びつけることがその目的である。
　2018 年度の FD 研修会は12 月18 日に実施され、執行部
教員３名、学生４名の出席を得て、活発な議論が交わされ
た。学生からは、学会発表補助費、共同研究室図書の管理、
留学生が日本語で執筆するケースを含む、外国語による論
文執筆のサポート体制、カリキュラム等、様々な点につい
ての指摘やコメントが出された。特に留学生の日本語によ
る論文執筆への支援は、留学生へのサポートが不可欠であ
るのみならず、日本の学生に対する負担が大きくなってお
り、必要性が高い。全学レベルでの検討を求めたい。その
他の内容についても、研究科教員全体で共有した上で、学
生の教育研究環境の向上のために継続して検討・対応する
こととした。

◆人間福祉研究科◆

　2018年度、人間福祉研究科では、大学院諸問題検討委員
会と大学院 FD 委員会を同時開催で計４回、大学院・学部
合同 FD 委員会を１回開催し、FD 活動の充実に向けた検
討を行った。2018 年度における主な活動は以下のとおり
である。
⑴大学院生による授業評価の実施

春・秋学期ともに実施。いずれも各授業について、回答
数はそれほど多くはなかったが、授業評価は概ね良かっ
た。

⑵前期課程中間報告会、後期課程成果報告会の開催
前期課程の中間報告会は2018年5月に、後期課程成果報
告会は2019年2月に行った。いずれの報告会とも、大学
院生が研究の進捗状況を発表することにより、知見を教
員や院生等と共有するとともに、質疑を通して今後の研
究に資する報告会を開催した。

⑶研究業績の調査
人間福祉研究科在籍の大学院生全員を対象に調査を実施
し、研究業績を纏めるとともに、本研究科ホームページ
に業績を掲載した。

⑷修士論文の成績評価の見直し
修士論文の成績評価の見直しを2017年度に行い、2018
年度より実施した。

⑸シラバス勉強会
2018年11月に大学院 FD の一環として、「授業シラバス
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執筆方法と変更の趣旨と留意点」というテーマでシラバ
ス勉強会を実施した。

⑹シラバスチェックの実施
昨年度に引き続き、次年度の開講科目のシラバスにつき、
授業目的及び到達目標、さらに英文の授業目的と到達目
標を重点的にチェックした。

◆教育学研究科◆

　本年度の FD 研究会は3回開催した。第1回 FD 研究会
は2018年6月27日（水）（17：00 ～ 18：30、1号館会議室1・
2）に行われた。テーマは１、クリッカー操作について（山
口達也氏、キーパッド・ジャパン）、２、IC カードリーダー
について（大槻貴司氏、高等教育推進センター FD 担当職
員）、３、K.G. ポートフォリオの説明（永井良二氏、高等
教育推進センター事務長）であった。
　第２回 FD 研究会は2018年7月18日（水）（17：30 ～
18：30、1号館会議室1・2）に開催された。テーマは１、
厚生労働省の動向と学部の動きについて（橋本真紀教授）、
２、文部科学省の動向の動きについて（冨江英俊教授）３、
研究倫理規程について（井頭均教授）であった。新しい器
具や装置の導入法や文部科学省の動向などについて学ぶこ
とができ、有意義なひと時となった。
　第３回 FD 研究会は2019年２月16日（土）（15：00 ～
17：30、1号館会議室1・2）に開催された。テーマとして
は１、後期課程コースワークの結果報告（井頭均教授）、２、
ESD について（日浦直美教授、副学長）の２つ。本学部が
これまでに目指してきた教育と Education for Sustainable 
Development には共通する部分があり、今後の教育を考え
るうえで参考になる内容であった。

◆国際学研究科◆

　国際学研究科の FD 活動としては、学部と合同での①
FD 研修会、②教員相互受業参観、③学生インタビュー、
を行っている。院生は学生インタビューに全員参加のため
言いにくい点もあったかもしれないが、率直な意見を聴取
できた。少人数（しばしば１対１）の授業が多いので、院
生の関心に授業内容を合わせてくれる教員の対応に対する
評価が高かったが、これが行き過ぎると学生のレベルへの
迎合となりかねないので、大学院授業の質の保持のために
教員の間での情報の共有が必要であると認識した。また、
設備面に多少の不満があることを聞き取ったので、改善で
きるところは改善を図りたい。修士号学位論文の中間報告
会には昨年同様、指導教員以外も多く参加し活発な助言が
行われた。学生数が少ないため不開講科目が多く研究科全
体での FD 活動は行いにくいが、その分、院生の論文指導
は指導教員任せでなく、研究科全体で行っていくという姿
勢は研究科の伝統としていきたい。

◆司法研究科◆

　司法研究科長を含む５名の教員からなる「自己評価・
FD 委員会」を原則毎月１回開催。以下の FD 活動を実施
した。

⑴授業評価：学生による授業評価アンケート及び授業担当
者の自己評価アンケートを各学期終了間際に実施した。
アンケート結果及び分析結果の報告書を作成し、全体概
要を研究科ＨＰ上にて公開、科目ごとの詳細データを教
職員・学生に公開した。

⑵授業参観：各学期中に複数授業を指定して参観を実施し
た。参観後、参観教員と受講生との間で懇談を行った（授
業担当教員は退出）。その後、参観教員と授業担当教員
との間で意見交換を行い、授業方法等の改善を図った。

⑶中間アンケート：授業第６週目時点で学生アンケートを
実施した。これは授業評価とは違い、後半の授業運営に
向けて即時的な改善を狙った取組である。

⑷学生との個別面談の実施：各学期成績発表後、学生が自
己の学修状況の確認や悩みについて相談する機会とし
て、担当教員と学生（原則全員）との個別面談を実施した。

⑸ FD 研修会：研究科の教育力向上を目的として、全教員
を対象に年２回の FD 研修会を実施した。各科目の担当
教員が講師となり、各自の授業内容や指導方法、成績評
価の仕方を紹介し、その後教員間で意見交換や情報共有
を実施した。

⑹法科大学院認証評価：2018年度に （公財）日弁連法務研
究財団による認証評価を受審した。現状からさらなる改
善・改革を図るべく継続的に努力している点が評価され、
法科大学院として適格であると認定を受けた。

⑺『FD ニュース』発行：１年間の FD 活動に関する『FD
ニュース』を作成し、教員及び学生に配布した。

◆経営戦略研究科◆

　経営戦略研究科では、2018年度の FD 活動として、２回
の FD 委員会と２回の FD 研修会を実施した。

【FD 委員会】
　第１回 FD 委員会（６月27日）では、過去の FD 活動を
確認し、2018年度に２回の FD 研修会を実施すること、及
び第１回 FD 研修会の開催内容を決定するとともに、第２
回 FD 研修委員会のテーマについて意見交換を行った。第
２回 FD 委員会（１月16日）では、意見交換の上、第２回
FD 研修会のテーマを確定した。

【研修会】
　［第１回］2018年９月19日（水）に、研究推進社会連携
機構のご協力を得て新日本有限責任監査法人大阪事務所よ
り公認会計士の宮本香氏をお招きし、「大学教員が留意す
べきコンプライアンス意識とは―不正の起こらない研究環
境づくりを目指して―」と題したコンプライアンス研修を
実施した。具体的な事例を交えて、様々な角度からご講演
いただいた。質疑応答も活発であった。〔第２回〕2019年
２月13日（水）に、「国際共著論文作成のための国際研究ネッ
トワーク形成」をテーマに、石原俊彦経営戦略研究科教授
にご講演いただき、意見交換を行った。いずれの会も欠席
者に対して書面研修を実施した。

◆国連・外交統括センター◆

　国連・外交統括センターでは、2018年度に以下の FD 活
動を実施した。
⑴大学院「国連・外交コース」内容改善のための学生ヒア

リングおよびアンケート実施
新たな試みとして、12月に国連・外交コース学生に対
する座談会形式でのヒアリングを実施した。授業やカリ
キュラムの内容、教員の指導、インターンシップ派遣、
募集方法などについて、履修生の感想や意見をセンター
職員との懇談を通じて聞き取り、結果をセンターで共有
して改善策を協議した。また、学生アンケートも年２回

（春学期７月、秋学期２月）実施し、集計結果は改善リポー
トにまとめ、次学期の授業シラバス作成時に反映してい
る。

⑵シラバス検討ミーティングの実施
大学院副専攻「国連・外交コース」および大学 MS「国連・
外交プログラム」の2019年度開講科目について、９月
25日と12月18日にシラバス検討コアミーティングを実
施した。全授業代表教員が出席し、前学期の学生アンケー
トの回答も参考に、新規科目も含めた全科目の内容充実
のアイデアや改善点を共有して、シラバスに反映した。
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◆神学部◆

　神学部では、2018年６月６日に高等教育推進センターよ
り教職員スタッフをお招きし、「アクティブ・ラーニング
の導入：高等学校における学習環境の変化と大学教育」と
題してレクチャーを受けた上で、学部特有の問題に関して
の質疑応答の時を設けました。知識習得が主要の目的とな
る講義におけるアクティブ・ラーニングの在り方、反転授
業のシミュレーション、ルーブリックを活用した評価等、
今後の教育の質向上に資する重要な情報を得ました。一方
で、各高等学校でのアクティブ・ラーニングへの試みの程
度に違いがあり、学生の講義に対する姿勢や期待に大きな
差がある等の課題も分かち合われました。また11月７日に
開催された第２回の FD 研修会では、高大接続センターよ
り職員をお招きし、「高等学校における教育改革及び大学
入学者選抜改革への取り組み」についてレクチャーを受け
た後、入学希望者の主体性を測る学部独自の入試方法の導
入等の問題を教員のあいだで共有しました。さらに、研究
活動上の不正行為防止への取り組みとして、個人研究費等
の公的資金の取り扱いに関するあるべき姿勢を確認しまし
た。

◆文学部◆

　文学部では2018年度シラバスの第三者チェックを終えた
のち、シラバス改善への関心が高まった。これをうけて、
11月21日に「授業シラバスの実質化に向けての変更点と
第三者チェックについて」というテーマで FD 研修会を実
施した。高等教育推進センターの時任隼平専任講師による
解説を通して、新しいシラバスの理念を学び、さらにはシ
ラバス英語化の問題も含めて議論をおこなった。また、１
月16日には毎年恒例の人文演習Ⅰ担当者連絡会を開催し
た。入学直後の基礎演習をどのようにデザインするか、担
当者それぞれの情報交換を目的とするものであるが、今年
度は新任教員から前任校での興味深い取り組みが紹介され
た。授業担当者全体のスキルアップにつながることが期待
される。なお、この人文演習Ⅰに関しては、アカデミック・
ライティングを学ばせる科目としての側面を強化すること
が喫緊に求められている。現在、その方策を検討するワー
キンググループを組織し、初年次教育をさらに充実させる
ことを目指している。

◆社会学部◆

　社会学部ではカリキュラム検討委員会および FD 部会が
中心となり、FD 活動への取り組みをおこなっている。今
年度は、２回の FD 研修会、１回の学部懇談会を開催し、
学部の抱えている課題について教員間で情報共有すると共
に、課題解決に向けた議論をおこなった。
　９月10日の第一回 FD 研修会では、パンフレット『研究
費の不正使用防止、研究活動上の不正行為防止への取り組
み』等を活用した研修を実施し、知識を共有した。
　12月12日の第二回 FD 研修会では、「新カリキュラムに
おける研究演習の運営について」と題してパネルディス
カッション形式で研修を実施し、教育効果を高めるための
ゼミ開講方針を検討した。
　２月８日のカリキュラム検討委員会では、初年次教育・
語学教育・方法論教育を所管するそれぞれの部会から年度
の振り返り報告をおこない、課題を共有した。
　３月５日の学部懇談会では、「新カリキュラムの現状と
課題」と題し、履修データや入学時調査データ等を活用し
て新カリキュラムがその策定意図に沿って機能しているか
検討した。

◆法学部◆

　当該年度においては、学部及び研究科におけるシラバス
の改善・向上を主眼として、FD 活動を行った。第一回（2018
年７月11日）は、法学部所属のほとんどの教員が参加す
る FD 研修会において、３月に実施されたシラバス第三者
チェックの結果が報告された。すなわち、法学部では独自
のチェック基準に基づいて担当委員会による第三者チェッ
クを行い、とくに評点の低い教員に対しては、担当委員会
から当該評点の通知と改善要請をすることになっている、
それらの実施結果を踏まえて、チェック基準ついての再検
討を行い、必要な変更がなされた。第二回（2018年10月
17日）は、次年度から予定されているシラバス英語化に備
えて、形式上の多数の変更点を確認するとともに、シラバ
ス記載内容について教員の周知を徹底するため、教務機構
から提供された小冊子を用いて FD 研修会を行った。参加
した教員からは活発な質問がなされ、次年度からのシラバ
ス英語化に向けて具体的な取り組み方法を確認することが
できたと考える。

◆経済学部◆

１．研修会の実施
　2018年９月15日に専門基礎科目担当者会を学部 FD 委
員会が開催し、１年生配当の必修、選択必修科目の担当者
で、授業実施方法やその改善について議論した。

２．シラバスの点検
　以下の要領で行った。
⑴点検する科目は専門教育科目（研究演習を除く）。
⑵専門教育科目のうち、基礎科目・入門科目（地域政策入

門Ａ・Ｂを除く）は、基礎教育委員会が点検。
⑶上記以外の専門教育科目のうち各授業担当教員グループ

に配置されている科目は、グループごとで点検。それら
以外の科目については学部長室委員会メンバーが担当。

⑷基礎教育委員会と各授業担当教員グループ、副学部長（教
務担当）は学部 FD 委員会に点検の結果を報告し、整備
が必要な科目については、学部 FD 委員会がシラバス入
力担当者に検討を依頼。

⑸点検・整備においては、シラバス作成要領に従う。
　以上を実施するための体制の検討を、学部全体で１月～
２月に実施した。

３．基礎演習・専門教育検討委員会 WG
　11月に全教員に対して基礎演習に関するアンケート調査
を行った。その結果にもとづき、カリキュラムの抜本的改
革について、同 WG において継続的に議論をしている。

◆商学部◆

　2018年度の商学部における FD 活動としては、以下の二
回の研究会を開催した。
　第一回目は、2018年7月11日（水）に、商学部第一会
議室において開催された。FD 研究会コンビーナーの寺地
孝之教授より、「シラバスの検証結果について」に関して、
資料を基に説明があり、これについて質疑応答がなされた。
全体的に必要な記載事項は概ね適切に記載されていた。ご
く少数ではあるが、改善の余地のある科目が見られた。な
お、参加者は43名であった。欠席者に対しては、本研究
会での寺地教授の説明を録音した音声データと資料を配布
し、これらを基に各自が研修を行い、報告書を提出した。
　第二回目は、2018年12月５日（水）に、商学部第一会
議室において開催された。高等教育推進センター時任隼平
専任講師より、タイトル「今更聞けない！ LUNA の活用
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方法」として講演があった。講師から、LUNA で使用でき
る以下の四つの機能、①教材・資料のアップロード、②ペー
パーの自動読み取り、③学習に対するフィードバック、④
学生同士のコミュニケーション、について実際の画面を用
いて説明された。なお参加者は39名であった。欠席者に対
しては、説明の上、本研究会での資料を配布し、これらを
基に各自が研修を行い、報告書を提出した。

◆理工学部◆

　理工学部 FD 委員会では、カリキュラムワーキンググ
ループや理工学研究科 FD 委員会と連携し、組織的に教育
環境向上と教員の教育能力向上を目指した取り組みを推進
している。2018年度は、主に、1）FD 講演会、2）シラバ
ス質向上に向けた取り組み、を実施した。FD 講演会に関
しては、FD 委員会で講演テーマを募り、最終的に反転学
習に関する講演を高等教育センターに要望した。2017年度
に引き続き、時任隼平専任講師（高等教育推進センター）
が講師としてご担当くださり、「反転授業で何が変わるの
か？～先行事例から学ぶ、反転授業の特徴と留意点～」と
題して、反転学習の定義から実践までのエッセンスをご紹
介いただいた。講演においては、反転学習が単なる自宅と
教室での学習順序の反転という物理的意味ではなく、反転
による効果付与に必要な取り組みや現状での効果の評価や
課題についても丁寧な説明があった。教員の大半が聴講し、
講演後には反転学習の意義や具体的な導入を想定した質疑
応答が様々な視点から行われた。シラバス向上に向けた取
り組みでは、品質の向上と保証にむけた表記方法の整理や
英語表記の追加に向け FD 委員会内で理工学部での在り方
について検討し、理工学部独自のシラバス作成のガイドラ
インを作成し、教員で共有した。英語表記の追加に関して
は、理工学部内での承認を受け、英語科目担当教員との連
携強化の目的も含め、英語表記の作成に当たっては、担当
教員の作成と英語科目教員による協力により実施した。

◆総合政策学部◆

　総合政策学部は、以前より FD・カリキュラム委員会の
もとで、FD 活動とカリキュラムの検討を一体的に推進し
ている。2018年度においては、FD・カリキュラム委員会
を実施するとともに、教員による研究報告会を複数回実施
した。なおカリキュラムの見直しについては、従来通り、
並行して進めている学部将来構想委員会における議論を優
先することになっており、今年度は具体的な検討はなされ
なかった。
　春学期においては例年通り、各教員の専門分野や研究内
容、あるいはわかりやすい授業方法の紹介を目的として、
新任教員及び海外留学から帰国した専任教員の研究発表会
を実施し、情報交換を行った。また、学部長室委員会にて
DP, CP, AP の内容見直しの検討と内部質保証のあり方の
検討を行い、多少の文言の修正はあったが、内容的には特
に大きく修正すべき点はないということで、FD・カリキュ
ラム委員会でのさらなる検討は行わなかった。
　FD・カリキュラム委員会は、秋学期に２回開催した。
2018年11月21日と12月5日に開催された FD・カリキュラ
ム委員会では、コンビーナからシラバスの第三者チェック
の徹底と、英語化に向けたスケジュールと内容確認につい
て報告があり、具体的にどのような体制でこれを行うかに
ついて議論した。2018年11月21日には学部 FD 研修会を
実施し、「研究費の不正使用防止・研究活動上の不正行為
防止への取り組み」に関して講演並びに質疑応答などが行
われた。12月5日の学部FD研修会では、昨年度に引き続き、
シラバスの書き方やシラバスチェック上の注意点の講習を
行った。今年度は特にシラバスの英語化に関しての注意点
などが話し合われた。そして、2019年２月16日の学部 FD
研修会で総合政策学部の全専任教員によって英語化対応を
含めたシラバスの第三者チェックが行われた。

　理工学部とのシナジー教育タスクフォースの一環として
は、バーチャルな学びとリアルな学びをテーマとした「第
５回激論講義 in KSC」が2018年７月に、就活をテーマと
して「第６回激論講義 in KSC」が12月に実施され、両学
部学生から好評を得た。

◆人間福祉学部◆

　2018年度は、３年前から継続している初年次教育改善の
取り組みとして、基礎演習の全クラスで本学部独自に作成
した「スタディガイド」を、研究演習Ⅱの全クラスで「卒
業研究ガイド」を配布するとともに、2020年度の新カリキュ
ラム開始に向けて改訂版の「スタディガイド」の内容を検
討した。また、昨年度に続き、１月初旬に学部専任教員が
自由に他の教員の研究演習Ⅱに所属している学生の卒業研
究を閲覧できる閲覧期間を設け、今後の卒業研究に対する
自らの教育方法の改善にいかすように努めた。
　FD 研修会としては、７月11日に「研究費の不正使用防
止、研究活動上の不正行為防止に関する取り組み」、11月
13日に「授業シラバス執筆方法変更の趣旨と留意点」をテー
マとして開催した。また、２月に学部・研究科提供科目の
シラバスチェックを実施するために、12月12日には人間
福祉学部 FD 委員会・人間福祉研究科 FD 委員会合同委員
会を開催し、シラバスチェックに関する確認内容及び要点
について話し合った。
　なお、新カリキュラムで導入予定の基礎演習の共通カリ
キュラムを今年度作成したが、この内容を学部の全教員間
で共有することを、2019年度の FD の一環として実施する
予定である。

◆教育学部◆

　今年度は、春学期２回、秋学期１回の合計３回の学部
FD 研究会を開催した。第１回 FD 研究会では、山口達也
講師（キーパッド・ジャパン株式会社）、永井良二講師、
大槻貴司講師（高等教育推進センター）によって、クリッ
カー操作、IC カードリーダー、K.G. ポートフォリオ等に
ついての紹介及び講習が行われた（６月27日（水）17：00
－18：30、西宮聖和キャンパス１号館会議室１・２）。また、
第２回 FD 研究会は大学院との合同開催とし、「厚生労働
省の保育関連施策の動向と関西学院大学教育学部の動き」

（橋本真紀教授）、「私立大学の教職課程の現状と可能性を
考える」（冨江教授）と題して講演が行われた。研究倫理
規定について確認の場も設けた（井頭教授）（７月18日（水）
17：30－18：30、同会議室）。また、第３回 FD 研究会も
大学院との共催とし、テーマに ESD（持続可能な開発のた
めの教育）を取り上げ、大学院における「教育学研究特殊
講義　授業報告」（井頭教授）を受けた後に、「教育学部と
ESD」（日浦副学長・教育学部教授）と題して講演が行わ
れた（２月16日（土）15：00－16：30、同会議室）。講演
後は、各教員の担当授業との関連や導入方法、また今後の
大学院・学部教育の方向性や工夫などを議論し、課題整理
を試みた。今後の教育内容の変革のための具体的な取り組
みへの示唆を得る有意義な機会となった。

◆国際学部◆

　国際学部の FD 活動は、① FD 研修会（国際学研究科と
の合同を含む（以下、院合同））、② 教員相互授業参観（院
合同）、③学生インタビュー調査 （院合同）の三つで構成
されている。2018 年度 FD 研修会は、第１回「ライフデザ
インについて：３ 年生・大学院生の就職活動に向けて」（５
月30日実施・院合同）、第２回「教室内・指導上における
ハラスメント行為防止のために」（６月27日実施・院合同）、
第３回「大学入試改革にむけて　大きく変わる高校教育」

（11月28日実施）をテーマとした。第１回 FD 研修会では、
キャリアセンター職員による 2017年度卒業生の進路状況
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等の報告および最新の動向についての説明を受けて質疑応
答がなされ、緊密な情報共有の重要性を確認した。第２回
は「特定非営利活動法人アカデミック・ハラスメントをな
くすネットワーク」より講師を招き、大学におけるハラス
メントの歴史的経緯および現在の社会情勢において大学教
員が理解していなければならないハラスメントについての
知識を講義形式にて学ぶ機会を持った。第３回では高大接
続センター次長に講師を依頼し、大学入試改革についての
理解を深め学部としての取り組みを検討する土台となる知
識を得る機会を持った。

◆言語教育研究センター◆

　（英語）全学英語教育 FD 部会を計４回開催し、2019年
度以降の全学 TOEIC の実施日について、全学 TOEIC の
SGU 外国語力スタンダード達成者数について、入門英語の
成果の検証方法について主な議題として懇談し、決定した。

（仏語）FD 部会を兼ねたフランス語教員連絡会において、
インテンシブの授業で今年度から使用し始めた教科書の問
題点について、授業でのLAの活用について懇談した。また、
授業目的ならびに到達目標をより学生が理解しやすくする
ためのシラバス作成方法を検討した。（スペイン語）スペ
イン語教授法を向上させるセミナーを開催した。（ドイツ
語）全学開講のドイツ語科目について意見交換を行い、改
善すべき点を検討した。（中国語）全学提供の中国語科目
の共通教科書、共通試験について意見交換を行い、改善す
べき点を検討した。センター全体としては、学習の動機づ
け、協働学習、カリキュラム・シラバス改善、教材開発に
取り組み、一定の成果を得た。

◆教職教育研究センター◆

　本年度は３回の FD 研修会を行った。第１回は７月10日
に「本年度の教育実習の課題と今後の改善と充実」という
テーマで、教育実習の現状の課題について意見交換と情報
共有を行った。特に話題となったのは教育実習の成績評価
票であり、次年度実習から本格的な改善を進めていくこと
を確認した。第２回は10月13日に「教職実践演習の改善
と充実」というテーマで、2013年度から導入されている「教
職実践演習」の実施上の課題について意見交換を行った。
同科目は多様な授業内容を複数の授業形態を組み合わせて
実施するが、後半の授業では出席者の間で課題の洗い出し
を行うことを確認した。第３回は12月14日に「『数学科教
育法』の実践報告及び本学の教職課程の現状」というテー
マで行った。これは非常勤講師などにも参加を呼びかけて
行った。数学科教育法の授業の実践報告を受け、課題探究 
・ アクティブラーニングの授業実践の方法について理解を
共有することによって、「アクティブラーニングで教える
ことができる教員をアクティブラーニングで育てる」とい
う可能性について理解を深めることができた。なお、以上
の研修会のほかにも、センター連絡会の機会を利用し、専
任教員を対象に、研究倫理教育・コンプライアンス教育お
よびシラバス改善について情報共有と懇談を行った。

◆共通教育センター◆

　当センターは2010年４月の設置以来、FD に関する主た
る取り組みとして、全学科目体系の整備、初年次教育科目

「スタディスキルセミナー」の提供、ラーニング・アシス
タント（Ｌ . Ａ .）制度の運用を推進してきている。
　2018年度は、2017年度に取り組み、教務委員会で改編概
要の承認を得た「PC スキル基礎力の育成」・「表計算・デー
タ分析、プログラミング教育の拡充」を中心とした2020年
度からの情報科学科目カリキュラムについて、開講科目の
具体的な授業目的、到達目標等の検討を全学情報教育部会
にて行い、教務委員会で承認を得た。それを基に2018年度
情報科学科目担当の非常勤講師に対して説明会を開き、改

編したカリキュラムの内容を報告するとともに、授業運用
に関する意見交換を行った。
　また、シラバスの高度化・実質化に向けた2019年度シラ
バスの第三者チェック・整備に関しては、今年度、高等教
育推進センターと共同で作成した『授業シラバス執筆の手
引き』を基に、2019年度新規に開講するＡＩ活用人材育成
科目も含めたセンター提供の全提供科目のシラバスについ
て、センター長、センター副長、情報科学科目コーディネー
タ教員、関係教員でチェックを行い、シラバス公開までの
修正を授業担当者に依頼した。

◆ハンズオン・ラーニングセンター◆

　2017年４月に当センターが開設されて２年が経過しよう
とする中で、SGU 構想の中核をなすダブルチャレンジの履
修を促進するためには、「ハンズオン科目」の更なる開発・
充実が必須と感じています。現行に満足せず、プログラム
の課題抽出を適宜行い、教職員間でも共有しながら、円滑
な授業運営と更なるカリキュラム充実に向けた戦略の検
討、「ハンズオン」という言葉が持つ意味や定義に関する
議論を行ってきました。以下は主な活動内容です。

⑴ FD 研修会の実施
　昨年度カリキュラムを改編し、2018年度より新設し
たライフ・キャリア科目（入門演習・概論等）の担当講
師ミーティングを数回実施し、各科目の振り返りと課題
を共有したうえで、改善に向けた意見交換を行い、授業
に反映していくことを確認しました。

⑵カリキュラムの充実
①ハンズオン・インターンシップ実習
　当センター開講授業である「社会探究実践演習（朝来 
・ 竹田城下町活性化 PJ）」との関連性を踏まえて、2019
年度より新たに「朝来市」が受入地域に加わることにな
りました。また、既存の授業名称は市名や地域名（俗称）
が混じっていたため、同じ都道府県であっても、授業名
称に掲載している地域以外を新たな受入れ先として加え
ることができませんでした。よって、授業名称を2019
年度より「都道府県名」に統一いたしました。

　
② PBL 特別演習
　大手外資系コンサル会社出身の起業家に学ぶ科目とし
て「アントレプレナー養成講座」を、2013年以降に正
課外プログラムとして実施してきた「KG ワークラボ（企
業会計編）」を改編して「公認会計士と挑む企業のビジ
ネス課題」を新設しました。また、2019年度より「阪急
阪神ホールディングス㈱」の協力のもと、「阪急阪神ホー
ルディングス㈱　社会課題解決 PJ」も新設いたします。

③ライフキャリア リーダーシップ実習
　大学教育の現場においてリーダーシップ教育への関心
が高まってきており、導入する大学が増えつつある昨今、
学生がライフ ･ キャリアにおいて重要なコンピタンシー
である「リーダーシップ」を身につけることを目的に、
2019年度より新設いたします。

⑶シンポジウムの開催検討
　「ハンズオン・ラーニング・プログラム（HoLP）」は、
これからの関学の将来を展望したいという思いを込めて
取り組んでいる教育プログラムであり、これまで多くの
方々のご協力のもと、プログラムを構築してまいりまし
た。2019年度に開設３年目を迎えるにあたって、当セ
ンター主催のシンポジウムを５月11日（土）に開催す
る運びとなりました。「ハンズオン・ラーニング・プロ
グラム（HoLP）」のこれまでの歩みを振り返ることで、「ハ
ンズオン・ラーニングとは何か」を検討する機会といた
します。
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　以上のように、当センターでは今後の「ハンズオン」科
目の在り方や、既存カリキュラムの在り方を常に確認・検
討しながら、カリキュラムの充実を図ることを通じて、今
後も教育の質の向上及びダブルチャレンンジの推進に寄与
していきたいと考えています。

◆スポーツ科学・健康科学教育プログラム室◆

⑴関西五私大体育研修会への参加
　2018年12月７日（金）立命館大学びわこ・くさつキャ
ンパス スポーツ健康コモンズで開催された関西五私大
体育研修会に笹塲育子 人間福祉学部専任講師（室長・
副室長の代理出席）、小浪寿文教務機構事務部課長の２
名が参加した。本研修会は関西学院大学、関西大学、同
志社大学、立命館大学、龍谷大学の五私大で構成された
研修会であり、年に一度互いの保健体育教育に関する情
報を共有し合うことで、よりよい教育・研究を目指すこ
とを目的に開催されている。

⑵スノーボード研究会への参加
　2019年１月22日～ 25日まで北海道ルスツで実施され
たスノーボード研究会に、河鰭一彦教授、甲斐知彦教授
の２名が参加した。スノーボード初心者、初級者、中級
者、上級者各々に対する指導上必要な技術に関する実技
研修を受けた。また、昨今問題になっている、ゲレンデ
内外での事故に対する防止策、対応法に関しても専門家
による講義、実技指導がおこなわれ、参加者全員による
情報交換もおこなわれた。

◆人権教育研究室◆

　人権教育研究室は、人権教育における全学的な FD の推
進のために、室長室会が主体となって人権関連の諸活動を
実施している。教職員研修プログラムの提供、公開研究会・
シンポジウムの開催、啓発キャンペーンの実施など、教職
員が自主的、多角的に参画できる人権理解の場の創出に努
めるとともに、人権教育科目の授業に各学部の教員が運営
委員として出席し、科目代表者とともに授業運営に当たる
ことで、本学の人権教育についての理解を深めている。今
年度の主な取り組みは以下のとおりである。
　第１に、４月に新任及び在職教職員の希望者を対象に人
権研修プログラムを実施し、本学の人権についての基本的
な考え方と実践例についての講演の後、参加者全員で大阪
人権博物館にバスで移動し見学を行った。第２に、春季に
２回、秋季に１回の人権問題講演会を上ケ原、三田、聖和
の各キャンパスで開催し、性的少数者の権利、地区の取組
みから学ぶ部落問題、また原発避難者の状況について、多
くの学生と教職員の学びと理解を深める機会となった。性
の多様性への啓発では、第６回関学レインボーウィーク

「『私らしさ・あなたらしさ』を大切にできるキャンパスを
つくりたい！」を開催し、教職員が学生とともに問題に出
会い、学ぶ機会が提供された。また、全学的な難民問題へ
の取組みの一環として、「Meal for Refugees」活動を後援、

「UNHCR 難民映画祭」を主催した。第３に、人権教育科目
の運営を、各学部からの教員が運営委員となり代表者とと
もに担うことで、多くの教員が本学の人権教育の内容につ
いて研鑽を深めることができた。また、３月には人権教育
科目担当者連絡会を開催し、本学の人権保障の取組みに関
する報告の後、人権教育科目担当者間で意見交換を行った。
　以上の2018年度の本研究室の活動をさらに精査し、今後
の本学における多様性尊重の人権文化の醸成とそれに基づ
く人権教育を促す FD の取組みへとつなげていきたい。

◆国際教育・協力センター◆

　国際教育・協力センターでは、2014年度に本学への交換
学生を主な対象として開講する日本・東アジア研究プログ
ラムの再編に関する検討ワーキンググルーブを設置した。

そして、授業調査および実際に協定校から来学している交
換留学生を対象にアンケートを実施することで、それぞれ
の学生の留学目的に合った科目を体系的に提供できる科目
群の再構築に取り組んできた。2015年度にプログラム名を

「現代日本プログラム」と改め、英語のみでプログラムを
修了できるコースを拡充した。開設４年目となる2018年度
は、2017年度に実施したアンケート結果に基づき、英語で
開講する専門科目の拡充を図るべく、各学部に働きかけ、
英語で専門科目が提供される体制を整えた。また、日本語
専攻においては、協定校からの要望やこれまでのプレイス
メント試験の結果を勘案し、各クラスのレベル設定の見直
しを行い、科目名を刷新した。今後も交換留学生数の急速
な増加が予想される上に、彼らの日本についての興味も多
様化してきており、様々なチャレンジが待ち受けているだ
ろうが、できるだけ満足のいく留学生活を送ってもらえる
よう、今後も交換留学生のニーズに耳を傾けながらプログ
ラムの内容を充実させていく所存である。

◆日本語教育センター◆

　日本語教育センターは、正規外国人留学生、交換留学
生、短期外国人留学生、正規日本人学生を対象とするプロ
グラムを開講している。全学による授業評価と併せて、本
センター独自の質問票による授業アンケートを行っている
が、2016年度よりアンケートをマークシート化したことで、
分析結果を学期末講師会議で共有し次年度の検討に生かし
ている。本センターの留学生を対象としたプログラムはす
べてティームティーチングによって指導しているため、教
員間の連絡や情報共有が欠かせない。従って本センターに
所属する教員は常にクラスの状況や学生一人一人の勉学上
の問題点、お互いの教授方法や進度などの情報を共有する
ために、学期前と後に開催する講師会（非常勤講師を含む
授業担当者全員）や毎月の講師室会（専任、特別契約、常
勤講師のみでの連絡会）を開催している。また、本年度３
回実施した関学日本語教育研究会では、授業内で学生同士
のグループワークや話し合い活動が増えてきた現状を踏ま
え、プロのファシリテーターを講師として招聘し、第２回
目に「ファシリテーション入門」のワークショップを、第
３回目「教員に役立つファシリテーションスキルを体験」
するワークショップを開催し、教室での実践における問題
点やその解決法について議論を行い、さまざまな知見を得
ることができた。

◆大学宗教主事会◆

　大学宗教主事会では今年度は計二回 FD 研修会を実施し
た。まず、10月５日（金）には文学部の A. ルスターホル
ツ宗教主事より、文学部における「キリスト教学」他のキ
リスト教関係科目の実施状況、さらにはチャペルアワーの
運営体制について報告していただいた。二回目は２月15日

（金）に実施し、教育学部の梶原直美宗教主事より、同様
に教育学部におけるキリスト教教育について、教育学部特
有の状況も踏まえて報告していただいた。大学宗教主事会
では数年前より、各学部の「キリスト教学」の授業のあり
方をめぐって（特に統一性と独自性について）議論を重ね
て来ているが、今後もこの主題についての話し合いを継続
していきたい。この他、来年度からのシラバスの英語化に
向けて、特に各学部必須の「キリスト教学」については英
文シラバスにある程度の統一性をもたせる必要があるとの
理解から、11月以降の大学宗教主事会では随時この点につ
いても検討の機会をもった。
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2018年度の学部 FD研修会への講師派遣情報

2018 年度の学部 FD 研修会への講師派遣情報

　高等教育推進センターでは、2018 年度に各学部の FD 研修会に講師を派遣し、アクティブラーニング型授業に関する
基本事項の確認や反転学習など具体的な教育方法に関する情報提供に加え、学内で既に普及しているＬＵＮＡ

（Learning Management System）や授業支援ツール（ICカードリーダー・クリッカー）、シラバス作成方法に関する情
報提供を行いました。
　シラバス作成方法に関しては 2019 年度から実施される執筆方法変更について関心が高く、２つの学部で研修を実施
しました。これらのテーマに限らず高等教育推進センターでは FD 研修会に関する情報提供を行っていきますので、お困
りの際は高等教育推進センターまでご連絡ください。

◎テーマ：アクティブラーニング型授業の導入
　日時：2018 年６月６日（水）
　学部：神学部
　講師：時任隼平（高等教育推進センター専任講師）

　アクティブラーニング（学生が能動的に学ぶことができるような授業を行う学習方法）型授業の基本
概念について、情報提供を行った。特に、近年本学に入学してきている学生が中学・高校で受けてきた
教育が教員世代とはどのように異なり、今後大学で期待されているアクティブラーニング型授業の展開に
ついて議論を行った。

◎テーマ：反転授業で何が変わるのか？ ～先行事例から学ぶ、反転授業の特徴と留意点～
　日時：2018 年９月19 日（水）
　学部：理工学部
　講師：時任隼平（高等教育推進センター専任講師）
　

　反転授業の基本的な特徴について確認し、従来型の講義や予習との相違点や実施する際の留意点等
について情報提供を行った。反転授業では、従来の授業において主に行っていた講義による知識伝達を
授業時間外にディジタル教材等を用いて行い、教室においては対面でのグループ活動等を通して知識の
活用や知的探求に重点を置いていることを確認した。

◎テーマ：講習（クリッカー操作、IC カードリーダ操作、K.G. ポートフォリオ）
　日時：2018 年６月 27 日（水）
　学部：教育学部
　講師：「クリッカー」山口達也（キーパッド・ジャパン）

「K.G. ポートフォリオ」永井良二（高等教育推進センター事務長）
「IC カード」大槻貴司（高等教育推進センター FD 担当職員）

　高等教育推進センターが授業支援ツールとして紹介している「クリッカー」と「IC カードリーダー」に
ついて実際に操作を体験しながら説明した。また、高等教育推進センターが提供しているK.G. ポートフォ
リオについて、進路調査の観点から説明した。
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◎テーマ：2019年度シラバスの変更点と重要ポイント
　日時：2018 年 11 月14 日（水）
　学部：人間福祉学部
　講師：時任隼平（高等教育推進センター専任講師）

◎テーマ：シラバスの書き方について
　日時：2018 年 11 月 21日（水）
　学部：文学部
　講師：時任隼平（高等教育推進センター専任講師）
　

　両学部共に 2019 年度から実施されるシラバスの新しい書き方について、従来からの変更点も含めて解
説を行った。
　特に、「授業目的」と「到達目標」の書き方を整理する点と「授業計画」と「授業時間外学習」を詳細
に記述することについて留意点を確認した。「授業計画」「授業時間外学習」の変更点を中心に説明した。

◎テーマ：今さら聞けないＬＵＮＡの活用方法
　日時：2018 年 12 月５日（水）
　学部：商学部
　講師：時任隼平（高等教育推進センター専任講師）

　授業支援システム（LMS）であるLUNAの活用方法について具体的な利用事例に基づき情報提供を行っ
た。具体的には、①教材・資料のアップロード方法、②配布用紙の自動読み取り方法、③学生へのフィード
バック方法、④掲示板を活用した学生同士のコミュニケーションを促す方法について確認をした。

開催日時：2019 年３月４日（月）10 時～ 12 時
講師：Victor M.H. Borden (Professor of Higher Education, Indiana University Bloomington)
タイトル：Toward What Ends? A workshop on defining and measuring student outcomes

　巻頭の国際シンポジウムで基調講演をされた Victor M.H. Borden 氏を講
師に招き、学内の教職員を対象とした FD・SD セミナー（ワークショップ）
を開催。教員７名、職員 10 名が参加しました。
　学内者向けにアレンジした内容で、Outcomes について定義することの重
要性や、達成されたことをどう証拠づけるかなどについて説明いただきまし
た。参加者も関西学院大学の教育における重要な Outcomes は何かについ
て考え、発表する場面があり、学生の Success という視点で、参加者の職
務を通じて学生の Outcomes にどう貢献できるかについて考える大変有益な機会になりました。

ワークショップの開催

学内FD・SDセミナー（ワークショップ）「大学教育の成果を何で測るべきか」

ご意見、ご感想、情報等をお寄せ下さい。寄稿も歓迎致します。 ☞ HighEdu@kwansei.ac.jp

高等教育推進センターニュースレター
2019 年 3 月 31 日

発行：関西学院大学高等教育推進センター TEL：0798-54-7420　FAX：0798-54-7421

〒 662-8501　西宮市上ケ原一番町１-155 https://www.kwansei.ac.jp/highedu/

16 2019.3.31

C
S

H
E

 N
ew

sl
et

te
r


